
やさしい中学歴史 6-1 チェック問題  氏名                              

(1) 新しい都
みやこ

を造
つく

り始めたが亡くなってしまった天武
て ん む

天皇のあとを継
つ

いだ持
じ

統
とう

天皇は[①  京]を完成
かんせい

させ

た。その後 710 年、元明
げんめい

天皇は[②  京]に都を移
うつ

した。中国の貨幣
か へ い

をモデルに[③   ]という貨幣も

つくられた。 

(2) 平城
へいじょう

京
きょう

は唐
とう

の都であった[①   ]を参考
さんこう

に建設
けんせつ

された。[② 天皇 / 農民 ]中心の[③  国家]である

ことを示
しめ

そうとした。  

 

(1)① (1)② (1)③ 

(2)① (2)② (2)③ 

 

やさしい中学歴史 6-2 チェック問題  氏名                              

(1) 724 年、[①  天皇]が政治
せ い じ

を始めた。同時
ど う じ

に天災
てんさい

や疫病
えきびょう

などで世の中に不安
ふ あ ん

が広がったので、[②   ]

の力で国家
こ っ か

を守ろうとした。そのため国ごとに[③  と  ]をつくり、都には[④   ]を建てた。そ

の本尊
ほんぞん

には高さ約 15m の[⑤   ]を安置
あ ん ち

し、民衆
みんしゅう

の信頼
しんらい

が厚
あつ

かった[⑥   ]にも協 力
きょうりょく

を求
もと

めた。 

(2) 奈良
な ら

時代には本格的
ほんかくてき

な文献
ぶんけん

が残された。日本の歴
れき

史書
し し ょ

として、712 年には[①   ]が、720 年には

[②   ]が成立
せいりつ

した。また国ごとに自然
し ぜ ん

や産物
さんぶつ

などをまとめさせた[③   ]も完成した。さらに当時

の人々の暮らしがわかる書物
しょもつ

として、日本
に ほ ん

最古
さ い こ

の和歌集
わかしゅう

である[④   ]も完成した。この中にある

山上憶良
やまのうえのおくら

が詠
よ

んだ[⑤   ]から、当時の農民の生活が厳
きび

しかったことがわかる。 

(3) 農民の税
ぜい

には、稲
いね

を納
おさ

める[①   ]、地方の特
とく

産品
さんひん

などを納める[②   ]、労役
ろうえき

の代わりに布を納め

る[③   ]があり、厳しかった。さらに九 州
きゅうしゅう

北部
ほ く ぶ

を防衛
ぼうえい

する兵士
へ い し

である[④   ]の負担
ふ た ん

も大きかっ

た。そのため戸籍
こ せ き

に登録
とうろく

されている場所である[⑤   ]を離
はな

れ、他国
た こ く

に逃亡
とうぼう

する人も増えた。 

(4) 聖
しょう

武
む

天皇
てんのう

に招
まね

かれた唐
とう

の僧
そう

である[①   ]は、[②  寺]を建立
こんりゅう

した。 

(5) 聖武天皇は土地を開墾
かいこん

してもらうため、新しく開墾した土地を永久
えいきゅう

に私有
し ゆ う

することを認
みと

めた[①  法]

を 743 年に出した。これにより公地
こ う ち

公民制
こうみんせい

がくずれ、有力
ゆうりょく

な貴族
き ぞ く

や寺院
じ い ん

が私有地を増やしていった。こ

の私有地はのちに[②   ]と呼ばれるようになった。 

 

(1)① (1)② (1)③ 

(1)④ (1)⑤ (1)⑥ 

(2)① (2)② (2)③ 

(2)④ (2)⑤ (3)① 

(3)② (3)③ (3)④ 

(3)⑤ (4)① (4)② 

(5)① (5)②  

 

 



やさしい中学歴史 6-3 チェック問題  氏名                              

(1) 聖
しょう

武
む

天皇
てんのう

の時代
じ だ い

を中心
ちゅうしん

とする文化
ぶ ん か

を[①  文化]という。その特徴
とくちょう

は[② 日本
に ほ ん

独自
ど く じ

の / 国際
こくさい

色
しょく

豊
ゆた

か

な ]文化である。 

(2) 奈良
な ら

時代は[① 遣
けん

隋使
ず い し

 / 遣唐使
けんとうし

 ]がさかんに派遣
は け ん

され、[②   ]のように日本に帰れなかった人もい

たが、[③   ]を通じて唐
とう

に集まった世界
せ か い

各地
か く ち

の品々
しなじな

を日本に持ち帰った。 

(3) 東大寺
とうだいじ

の宝物
ほうもつ

殿
でん

である[①   ]には、国際色豊かな宝物
たからもの

が保存
ほ ぞ ん

されていた。内部
な い ぶ

の湿度
し つ ど

が高くならない

よう[②  造
づくり

]でつくられていた。 

 

(1)① (1)② (2)① 

(2)② (2)③ (3)① 

(3)②   

 

 


